
継続的なイノベーション政策の議論のために
人・モノ・場所のベンチマークを探る
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社会課題
解決の場

資料３



若手WGからみた「担い手ー支え手」議論
人（仕組み）のベンチマーク

イノベ小委若手WG

スタートアップと大企業の共創



若手WGメンバの例) CES INNOVATION AWARDS受賞者
(HONDA発第1号スタートアップ)

資料提供：ヒアリング先[1]



新事業創出プログラムの目的（A00）

Hondaの従業員の独創的な技術・アイデア・デザインを活用して

社会課題の解決と新しい顧客価値の創造につなげる

様々な道筋を設定

Hondaの従業員の独創的な

技術・アイデア・デザインを発掘

社会課題の解決と

新しい顧客価値の創造

独立したまま事業を拡大

Hondaの新事業で取り込まない場合、

そのまま独立、IPOを目指して事業を拡大する

副次的な効果
⚫ Hondaとしての新商品や新サービス、またそれによる売上/利益

⚫人材育成（三現主義の実践、企画～事業計画までの実践）

⚫ ブランドアイデンティティ強化（外部からの人材獲得）

Honda発の

スタートアップ企業

として育成
Hondaと外部投資家が

共に支援しながら

事業育成を推進

Hondaの新事業として

スピンイン実施

新事業創出プログラム

を通じた事業創出

Hondaの新事業として取り込み、育成
はじめからスピンアウトせず、Hondaの事業として推進

Hondaの既存事業との親和性が

あるものやスケールアウトが望める

ものはHondaの新事業として取り込む

資料提供：ヒアリング先[1]



事業開発フェーズ

✓ プロトタイプを使った体験

会

✓ 一次～二次審査の審査員として審査時からの進化を把握

✓ 各審査前にメンタリング実施

✓ 審査会本番を想定したピッチをし、質疑を行う形式

✓ シリコンバレー最前線の動向を踏まえたアドバイス

杉本

CEO

✓ 実際のサービス利用と対価ヒアリン

グ

✓ ポテンシャル顧客への飛び込み営業

事業開発の具体的な活動例

顧客検証

HISV杉本CEO メンタリング

VC・個人投資家への壁打ち

審査会の様子

一次審査（2021.8.28＠青山201会議室）

中間審査（2021.12.22＠赤坂THINK）

二次審査（2022.4.19＠赤坂THINK）

池野文昭取締役伊藤毅 CEO

黒田健介 Principal
岡田祐之代表取締役社長

守屋実顧問

TFTで事業サポート

2021.6

スクリーニング

16件

2021.4-6 

公募

416件

2021.8

一次審査

5件

2022.7

事業化

判断会

2021.12

中間審査

3件

2022.4

二次審査

2件

資料提供：ヒアリング先[1]



起業した２社の概要

◼ 株式会社Ashirase ◼ 株式会社ストリーモ

2社共に2023年初旬に販売予定

CEO

CTO COO

人の豊かさを“歩く”で創る

聴覚を妨げず、安全への余裕が持てる足の振動ナビゲーション

向かう方向を直感的に示し、ユーザーは余裕を持って移動でき、安全

確保に集中することができる

安心感ある移動で豊かな暮らしを

「安心感」を第一とした電動マイクロモビリティ

独自の構造とバランスアシスト技術により、停止時も自立し、歩くよう
なスピードから自転車程度のスピードまで、シームレスな操縦性を実現

22年10月３億円のプレシリーズA調達を完了

投資家：リアルテックファンド、QBキャピタル、
Honda、アシックスベンチャーズ、ゼネラルアサヒ、レオスキャピタル

22年5月２億円のシード調達を完了

投資家：みらい創造機構、SOSV(HAX)、Honda

資料提供：ヒアリング先[1]



IGNITION プログラムフロー

オールHondaの国内正規従業員を対象

アイデアから事業化へのインキュベーションプログラム

倒産倒産倒産

・案件のエントリーとスクリーニング
・アイデアをTFT＋外部による事業開発支援で精度アップ （外部VCによるサポート）

全社のアイデア発掘・選定

出資機能・ベンチャー設立

事業化

CD部・HISV+パートナーVCによる本格支援

応募

一
次
審
査

中
間
審
査

1 2

事
業
化
判
断
会

協力VC

書面審査
ピッチ審査

事業化

する

ス
ピ
ン
イ
ン

Incubation

出資機能（モニタリング・育成・追加出資）

資
金
調
達
シ
ー
ド

資
金
調
達
シ
リ
ー
ズ

A

会
社
設
立

外部要員
も視野

事業開発フェーズ 事業育成フェーズ

事業開発(TFTチーム支援)

事業開発

起
業

＋パートナーVC

事業化

しない

資金が尽きたら終了

事業育成(起業による育成)

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

✓ハンズオンサービス
✓追加出資

二
次
審
査

３

資
金
調
達
シ
リ
ー
ズ

B

資
金
調
達
シ
リ
ー
ズ

C

MVP制作

事業実証

3カ月 3カ月

アイデア
精度UP

事業計画書
精度UP

既
存
事
業
・H

G

TFT

前提：出資対象会社は10％～15％（20％は超えない）

範囲で持ち分会社適用外

Hondaの支配色がでると、一般的にVCは出資に対して積極的にならない

IP
O

他
社
買
収

デザインセンター

知的財産・標準化統括部

経営企画統括部

スクリーニング

資料提供：ヒアリング先[1]



論点４:ミッション-オリエンテッド
イノベーションのためのモノ(素材)・場所(地

域)のベンチマーク
グリーン若手WG

社会課題解決に挑む地域に直結した
技術と政策の革新のラボ設置など



異業種のコミッ
トメントが重要

社会課題ごとに具体的な地
域の想定が必要ではないか

ミッションごとに社会実装までのプレイヤー
の集積場所（地域）をどこまで想定できるか



（例）国内資源の再価値化においては再生技術・
回収技術・情報技術すべてでイノベーションが必要

回収技術の革新
再生技術の革新

情報技術の革新
資料提供：ヒアリング先[2]より一部追記



社会課題解決の場を市場創造
の実験・実践の場に

資料提供：ヒアリング先[2]



資料提供：ヒアリング先[2]

オープンイノベーション型ビジネス創出拠点



社会課題解決型インターンシップが議論でき
ないか（期待に気づかない次世代技術人材）

「八大学工学系連合会博士フォーラム」
2022.12.9

キャリアに不安を抱える博士人材

ミッションオリエンテッドなインターン
シップをマッチングの場にするなど担い
手としての期待が伝わる仕掛けも必要



資料提供：ヒアリング先[3]

工学教育・高専教育における社会課題の共有

ー安定した素材調達は産業技術社会の基盤であり最優先課題ー

逼迫する国内資材の再資源化、
海外からのリサイクル原料回収
強化、国内資源流出防止など経
済安全保障の観点を技術人材と

共有すべきではないか



資料作成における主なヒアリング先および資料提供元

[1]大企業からのスピンアウト型ベンチャー
株式会社Ashirase 千野歩(HONDA発第1号スタートアップ)
https://www.ashirase.com/

[2]サーキュラーパーク九州（薩摩川内）
ナカダイホールディングス 中台澄之、福崎幸乃
https://www.city.satsumasendai.lg.jp/www/contents/1658223602115/index.html

[3]サステナブルカッパービジョン
JX金属 経営企画部 林原大樹、飴谷真美
https://www.jx-nmm.com/newsrelease/upload_files/2022/08/03/6018119_01_20220803_03.pdf

[4]プラスチック製品対策に関する専門家会議
京都大学大学院地球環境学堂 浅利美鈴、安藤悠太
http://eprc.kyoto-u.ac.jp/research/laboratory/2014/04/asari.html

[5]専門家会議Circular Design Praxis
京都工芸繊維大学 水野大二郎
https://www.circulardesignpraxis.org/

[6]イノベーション小委員会若手WG報告書
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/kenkyu_innovation/pdf/022_02_00.pdf

[7]グリーン成長に関する若手WG報告書
https://www.meti.go.jp/press/2021/06/20210602004/20210602004.html ほか

https://www.ashirase.com/
https://www.city.satsumasendai.lg.jp/www/contents/1658223602115/index.html
https://www.jx-nmm.com/newsrelease/upload_files/2022/08/03/6018119_01_20220803_03.pdf
http://eprc.kyoto-u.ac.jp/research/laboratory/2014/04/asari.html
https://www.circulardesignpraxis.org/
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/kenkyu_innovation/pdf/022_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2021/06/20210602004/20210602004.html

